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「つくし」プロジェクト
http://codh.rois.ac.jp/tsukushi/

1. 課題：LLMの学習データに日本語テキスト（特に歴史
的日本語）が不足（low-resource language)

2. AIくずし字OCRによる大規模データセット構築
3. 大規模言語モデルを活用するためのアプリ開発

2024/11/27 27 DA第 回 ショートトーク 2

http://codh.rois.ac.jp/tsukushi/


AIアシストで古典籍を読む
1. 文字の問題：AIくずし字認識によ
り解決

2. 文法・語彙の問題：生成AIチャッ
トにより解決

3. 表示の問題：IIIF（International 
Image Interoperability Framework）
により解決

4. 古典籍の新しい読み方を提案
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生成AIチャット
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Content Service
くずし字OCR

IIIF識別子の
リスト

コンテキスト：古典
籍の翻刻テキスト
プロンプト：ユーザ
が入力したテキスト

プロンプト

Chat 
Service 

くずし字OCRしたテキス
ト（IIIF識別子単位でア
クセス可能）

この本の名所ガイド
を作って

LLM



生成AIチャットのコンポーネント

1. Tsukushi Content Service：IIIFの基本単位でテキストを
登録し検索できる、RESTful APIのウェブサービス

2. Tsukushi Chat Service：利用者から受け取ったプロンプ
トを大規模言語モデルに伝え、その回答を利用者に届
ける、JSON-RPC APIのウェブサービス

3. IIIF Tsukushi Viewer：生成AIチャットの機能を備えたIIIF
画像ビューア
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本の情報単位（粒度）とIIIFの関係

本の情報単位（粒度） IIIFの単位と識別子

本全体 Manifest (Manifest URI)

ページリスト Canvas (Canvas ID)

画像領域 Canvasの一部（Image 
Request URI)
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Tsukushi Content Service

1. Manifest URIとCanvas IDをキーとして、くずし字OCR
（RURI）の結果を登録し、API経由で提供

2. Manifest URIをキーとして、本に関するメタデータを
登録し、API経由で提供

3. 1に対して、テキスト埋め込みモデル（OpenAI text-
embedding-3-small）によるベクトル化を実行

4. PostgreSQLとpgvectorにより、SQLを用いた柔軟な検索
と、高速なベクトル検索を統合
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課題：本に対する生成AIチャット

1. プロンプトのテンプレートを「〇〇に対して××せ
よ」（対象選択→指示実行）と定義

2. プロンプトの例：「本全体に対して要約せよ」「ペー
ジリストに対して翻訳せよ」

3. チャットの対象→本に対する情報単位（粒度）を決定
4. チャットの指示→自由記述に加えて、「要約する」な
どの定番プロンプトをライブラリ化
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Tsukushi Chat Service

1. JSON-RPC形式のAPIとして、多種のメソッドを単一の
エンドポイントに実装

2. メソッド：対象と指示タイプをつなげたメソッド名を
定義（「book:chat」「text:summarize」など）

3. パラメータ：各メソッドに対するパラメータを、値ま
たはJSON形式で指定

4. ID：「同一IDなら一連のチャット」と定義することで、
チャットのコンテキスト切り替えを制御
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IIIF Tsukushi Viewer
http://codh.rois.ac.jp/software/iiif-tsukushi-viewer/

1. 継承：IIIF Curation 
Viewerの基本機能

2. 改良：キュレーショ
ン機能をページリス
ト機能に転用

3. 追加：2つのAPIと連
携して動作するAI
チャット機能
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現代日本人と古典籍との距離を縮めるAI
http://codh.rois.ac.jp/tsukushi/search/

1. つくしサーチ：現代日
本語で、ページを検索

2. プロンプト：現代日本
語で、指示を入力

3. チャット：現代日本語
で、AIと対話

4. 現代日本語だけで、古
典籍と対話できる
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チャットの例：検索拡張生成（RAG）
1. 入力されたプロンプ
トをベクトル化

2. ベクトル検索を用い
て、類似ページのテ
キストを取得

3. 取得テキストをコン
テキストに設定し、
回答を生成
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LLM＋検索か、検索＋LLMか？
1. 検索拡張生成（RAG）はLLMありき＝LLMにない知識を
外から補うために、LLMに検索を後付け

2. 資料を読みながらLLMを使う＝資料の内容を理解する
ことが目的であり、LLMだけで完結させる意味がない

3. 検索の入力と出力にLLMを後付けする、生成拡張検索 
（GAR）として設計する方が自然

4. 知識と言語の分離：LLMに期待する役割は、知識の提
供よりも、情報の変換（のための言語能力）
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持続可能なサービス設計

1. 価値は高いが、コストも高い
サービスをどう使うか？

2. 一律の利用回数制限は、ユーザ
獲得の障害に

3. ローカルLLMも性能・計算資源
のスケーリングに課題

4. APIサービスの価格下落により、
API利用の優位性が増大？
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本日、10回か
ら100回に引
き上げ



おわりに

1. 当初、LLMは日本語に弱いと言われていたが、古文で
もある程度使えるレベルに改善している

2. 漢字かな交じり文は使えるものの、かな文字が多い文
学作品などは難易度が高い（自動校訂の必要？）

3. チャットが参照すべき資料を揃える、「高度な検索シ
ステム（レファレンスサービス）」が重要

4. 生成AIの世界は急速に変化しつつある。持続可能な
サービス設計も、最適解は常に変化する
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